




















































































平成 28 年度本学に在籍した全学生 275 名 
②調査時期 





平成 29 年度「笑話浪漫サロン」実行委員の 4
年生 5 名 
②調査時期 










































計解析には、SPSS（Statistical Package for the Social 






















































































平成 28 年度本学全在学生 275 名を対象に、平成
28年度に開催した笑話浪漫サロンに関する質問紙調





1 年生 64 名（27.7％）、2 年生 50 名（21.6％）、3
年生 67 名（29.0％）、4 年生 50 名（21.6％）であっ
た。 
②笑話浪漫サロンへの関わり方 
実行委員 18 名（8.0％）、当日ボランティア 198






表 1 Ⅰ－３ 参加回数 
人数 ％ 
0 回 5 2.2 
1 回 159 71.0 
2 回 37 16.5 
3 回 2 0.9 
4 回 3 1.3 
5 回 2 0.9 
6 回 3 1.3 
7 回 6 2.7 
8 回 2 0.9 
1，2 回 1 0.4 
2，3 回 4 1.8 
合計 224 100.0 
 





















結果を表 2 に示す。 
 
 
表 2 Ⅰ-７ ボランティア活動への考え方 





















じたこと・考えたこと」1～18 の結果を表 3 に示す。
「とてもそう思う」4 点、「まあまあそう思う」3 点、
「あまりそう思わない」2 点、「全くそう思わない」







累積パーセント上位 5 項目をみると、第 1 位は 1「高
齢者が身近に感じられるようになった」(94.3％)であ
り、笑話浪漫サロンに参加した 90％以上の学生が高








られるようになったことが推察される。第 4 位は 14
「人々や地域社会についての視野が広がった」





が 8 割以上いた。 
平均値についてみると、上位 5 項目は平均値が高
い順に、第 1 位 1「高齢者が身近に感じられるよう
になった」(3.37)、第 2 位 2「子どもが身近に感じら
れるようになった」(3.34)、第 3 位 6「いろいろな人
との接し方やコミュニケーション力が高まった」
(3.19)、第4位 8「高齢者は意外と若いと思った」(3.13)、












2 因子にまたがって 0.40 以上の 2 項目を分析から除
外し、残りの 16 項目に対して再度主因子法、バリ
マックス回転による因子分析を行った。最終的に 1
つの因子について因子負荷量が 0.40 以上の 16 項目












1.高齢者を身近に感じられるようになった 96（42.5) 117(51.8) 13(5.8) 0(0.0) 226(100.0) 94.3 3.37 .59
2.子どもが身近に感じられるようになった 106(46.9) 91(40.3) 28(12.4) 1(0.4) 226(100.0) 87.2 3.34 .71
3.子どもの保護者が身近に感じられるように
  なった 56(24.8) 114(50.4) 51(22.6) 5(2.2) 226(100.0) 75.2 2.98 .75
4.教職員が身近に感じられるようになった 56(24.8) 105(46.5) 60(26.5) 5(2.2) 226(100.0) 71.3 2.94 .77
5.学生同士の距離感が近くなった 57(25.2) 120(53.1) 44(19.5) 5(2.2) 226(100.0) 78.3 3.01 .73
6.色々な人との接し方やコミュニケーション力が
  高まった 79(35.1) 111(49.3) 33(14.7) 2(0.9) 225(100.0) 84.4 3.19 .71
7.子どもと高齢者の間に入ってつなぐことができ
  た 47(20.8) 108(47.8) 63(27.9) 8(3.6) 226(100.0) 68.6 2.86 .78
8.高齢者は意外と若いと思った 68(30.4) 118(52.7) 37(16.5) 1(0.4) 224(100.0) 83.1 3.13 .69
9.高齢者とのコミュニケーションは難しかった 27(12.0) 92(40.9) 90(40.0) 16(7.1) 225(100.0) 47.1 2.42 .79
10.子どもとのコミュニケーションは難しかった 23(10.2) 80(35.6) 105(46.7) 17(7.6) 225(100.0) 54.3 2.52 .78
11.高齢者とお互いに理解し合えると思えるよう
   になった 33(14.7) 129(57.6) 60(26.8) 2(0.9) 224(100.0) 72.3 2.86 .66
12.自分は社会の一員として役立っていると実感
   した 30(13.4) 104(46.4) 84(37.5) 6(2.7) 224(100.0) 59.8 2.71 .73
13.ボランティア活動への参加意欲が増した 52(23.2) 129(57.6) 42(18.8) 1(0.4) 224(100.0) 80.8 3.04 .66
14.人々や地域社会についての視野が広がった 49(22.0) 143(64.1) 28(12.6) 3(1.3) 223(100.0) 86.1 3.07 .63
15.保育現場での世代間交流について関心が増
   した 53(23.8) 143(64.1) 26(11.7) 1(0.4) 223(100.0) 87.9 3.11 .60
16.達成感があった 61(27.4) 111(49.8) 48(21.5) 3(1.3) 223(100.0) 77.2 3.03 .74
17.自分の人間関係が広がった 42(18.8) 102(45.7) 73(32.7) 6(2.7) 223(100.0) 64.5 2.81 .77
18.実習の時、職に就いた時の参考になった 52(23.5) 99(44.8) 65(29.4) 5(2.3) 221(100.0) 68.3 2.90 .78
表3  笑話浪漫サロンの参加を通して感じたこと・考えたこと 































表 4 「Ⅱ．笑話浪漫サロンの参加を通して感じたこと・考えたこと」の因子分析           
                              （N=219）
 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性 M SD 
第 1因子 社会への関心と貢献       
高齢者とお互いに理解し合えると思えるようになった .619   .46 2.86 .66 
自分が社会の一員として役立っていると実感した .767   .59 2.71 .73 
ボランティア活動への参加意欲が増した .755   .59 3.04 .66 
人々や地域社会についての視野が広がった .817   .69 3.07 .63 
保育現場での世代間交流について関心が増した .793   .63 3.11 .60 
達成感があった .680   .53 3.03 .74 
自分の人間関係が広がった .712   .62 2.81 .77 
実習の時、職に就いた時の参考になった .674   .60 2.90 .78 
       
第 2因子 人間関係・距離感       
高齢者を身近に感じられるようになった  .481  .34 3.37 .59 
子どもを身近に感じられるようになった  .807  .65 3.34 .71 
子どもの保護者を身近に感じられるようになった  .806  .65 2.98 .75 
教職員が身近に感じられるようになった  .553  .46 2.94 .77 
学生同士の距離感が近くなった  .536  .44 3.01 .73 
子どもと高齢者の間に入ってつなぐことができた  .521  .43 2.86 .78 
       
第 3因子 コミュニケーションの難しさ       
高齢者とのコミュニケーションは難しかった＊   .910 .83 2.42 .79 
子どもとのコミュニケーションは難しかった＊   .902 .81 2.52 .78 
     
因子寄与 6.16 1.71 1.52 9.39   





















































































































































































































































（朝日新聞 2018 年 1 月 4 日（木）朝刊「この街で
暮らし続けるために、平成とは－時代の転機－」）
より。 
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